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「三段ロケット型分権国家」モデルの提案



「三段ロケット型分権国家」モデルの提案

①地域住民の選択のもと、住民参加により、地域のことを地域で決定する社会

③地域の自由と自立とを確立するための財源が保障された社会

②地方と国とを通じて効率的行政サービスを提供する社会

３
つ
の
柱

これまで これから

業務が重層的に重複

⇒

適正とはいえない役割分担

⇒

ムダ 役割分担の明確化と連携

⇒
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「三段ロケット型分権国家」モデルの提案

新たなパートナーシップの構築 権限と財源の保障

専門的な知識
や技能

身近で日常的
な活動

ＮＰＯ 地域住民組織

「新たな公共」

＜必要な施策＞

地方パートナーシップ

• 国の関与の大幅な
縮減

• 権限と財源の大幅
な移譲

自ら考え、責任を
持った地域運営、
仕組みづくりを実現
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簡素で効率的な「中間的な自治体」の創設について

ハイブリッドサービス提供主体

⇒

ハイブリッドサービス提供主体
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